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ヘンリー5世のノルマンディー出兵
その主たる動機を考える
森屋直樹
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　　　フランスに平＄llをるたらしたあかつきにぱ、イエルサレム征報に
赴ぐ決心であった、［それだけの∠生命をながらえることが、つぐク主御神
の想召しにかなうことであるならぱソ
　ホイジンガが『中世の秋』で紹介した、ヘンリー5世（在位1413～22）
の臨終間際の言葉である’）。ホイジンガはこれを15世紀において騎士道
が未だ根強く王侯の心を捉えていたことの一例として紹介しているが、
現在のヘンリー5世研究においてこのような意図をヘンリー5世が有して
いたかどうかに触れている研究はない2｝。現在の多くの研究者は、ヘン
リー5世の1415年、1417年、1421年という3回の大陸渡航を「一つの出兵」
としてそこに共通した目的を見出し、あらゆる情報をその目的との整合
性の中に解釈しようと努めている。そのような、ヘンリー5世の行動に一
つの整合性を見出そうとする立場において、ホイジンガが伝えたイエル
サレムへの憧憬は考慮の対象外とされるのだろう。
　しかしその整合性、ヘンリー5世が1413年即位当初から大規模な出兵
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を企図し、後顧の憂いをなくすために1414年に至るまでの一連の秩序回
復活動を促進したと解釈したり、1415年のノルマンディー出兵自体を
1417年以降のノルマンディー出兵の前哨戦ととらえたりする態度は、一
連の結果から遡って史実を解釈していると言えまいか。そこには英仏研
究者達によるヘンリー5世評価の綱引きが見受けられる。
　本稿は、英仏の研究者によって牽引されている以上のようなヘンリー5
世研究の現状に対し、時系列的に諸情報を考察しなおすことでヘンリー5
世の事績をより客観的に規定することを目的とする3）。
1
　初めにヘンリー5世がノルマンディー出兵を行なった1415年時点のイ
ングランド社会の秩序の問題に焦点を合わせ考察する4）。イングランド
社会の秩序に関する現在の研究者間の共通見解は、即位から1415年の出
兵までの2年間、ヘンリー5世が「法と秩序の回復」に従事したために以
後の治世の大半をノルマンディー出兵に従事できたとし5）、すでにヘン
リー5世が1415年の出兵を見越して治世の初期を過ごしていた、さらに
は1415年の出兵自体がノルマンディーに安定した拠点を築くためであ
り、それ以後の長きにわたる出兵の前哨戦であったと解釈している。本
節ではこのような解釈を再考する本稿の目的の前提として、1415年のノ
ルマンディー出兵を1415年のイングランド社会から考察し直し、この時
点でのノルマンディーへの出兵の主たる動機の前提を浮き彫りにするこ
とを目的とする。
　1413年4月9日に戴冠したヘンリー5世が初めて召集した5月の議会にお
いて、コモンズはヘンリー4世（在位1399～1413）が即位時に宣誓した
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「法と秩序の回復」がいまだなされていないと批判し、ヘンリー5世にそ
の実行を請願した。ヘンリー5世の治世の間、常に繰り返されることとな
るコモンズによるこの「法と秩序の回復」の請願ωこそが、ヘンリー5世
の治世初期にイングランド王権が置かれていた状況をよくあらわしてい
る。
　ヘンリー5世の父ヘンリー4世は即位以来、度重なる陰謀、反乱に悩ま
されてきた。即位後わずか3ヵ月後の1400年1月、エクスター侯（Exester）
らによるリチャード2世復位を目的とした陰謀が発覚。同年9月にはウェ
ールズ地方において領主オーウェン・グリンドゥル（Owain　Glyndwr）が
近隣領主との私的争いに対するヘンリー4世の裁定に反発、蜂起した。こ
れはウェールズ全域に波及し、約10年間にわたりイングランド秩序の混
乱をもたらし続けることとなる7）。1403年7月にはスコットランドとの辺
境域の大領主ヘンリー・パーシー（Henry　Percy）が反乱。ヘンリー4世即
位の功労者であったパーシー家による反乱はウェールズの蜂起勢力と通
じ、シュルズベリーにおいて王太子ヘンリーに戦いを挑むに至った8｝。
1405年6月には、2年前に反乱を起こしたヘンリー・パーシーの父ノーサ
ンバーランド伯（Northamberland）がヨーク大司教リチャード・スクロー
プ（Richard　Scrope）らと共に反乱を起こし、ウェールズにおける蜂起勢
力、およびウェールズ南部に上陸したフランス勢と連携した。
　これらの度重なる反乱に共通していたことは、反乱勢力がリチャード2
世の生存と復位を主張したことである。それはリチャード2世の「事実上
の廃位」9）を経たヘンリー4世の即位過程が、その王権の正当性に大いな
る疑問を呈していたことを示しており、反乱勢力の挑戦はヘンリー5世治
世期になっても根強く残ることとなるi°）。その代表的な挑戦が「偽リチ
ャード2世事件」であろう。それはヘンリー4世治世末期の1413年3月か
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らヘンリー5世即位当初の6月にかけロンドン、ウェストミンスターなど
の様々な教会の戸口に、「リチャード2世が生存し、スコットランドに潜
伏している」という文書が張り出された事件である11）。
　このような王権への挑戦に満ちた社会に対し、ヘンリー5世は1414年
レスター（Leicester）での議会において、騒擾法（statutes　of　riot）の制
定を行なっている12｝。イングランド社会に広まる無秩序状態への対策、
及びこの議会の直前に発覚した王の側近ジョン・オールドキャッスル
（John　Oldcastle）を中心としたロラード派（Lollards）の陰謀iコ）への対策
を目的とし、ロラード派や諸侯の郎党を対象とした新しい裁判管轄の設
置や、従来は領主裁判と州裁判で分け合っていた騒擾行為の検挙権を州
裁判に大幅に認めて、領主の家臣による騒擾行為を領主がかくまっても、
州長官がそれを検挙し、裁判にかけることができるようにすることなど
を規定している1％
　『ヘンリー5世業績録』且s）に「サタンの徒」と記述されるロラード派は、
ヘンリー5世治世初期には世俗権力の否定を主張し大きな社会不安の要因
となっていた16）。そしてそれはヘンリー5世が実行した騒擾法の制定、お
よびヘンリー4世期には一度も機能することがなかった王座裁判の巡回機
能の回復7｝などの秩序回復対策にもかかわらず払拭されなかったことは、
1415年のノルマンディーへ渡航する出発直前に、サウザンプトン
（Southampton）港で発覚したケンブリッジ伯リチャード（Richard　of
Cambridge）、スクロウプ卿ヘンリー（Henry　Scrope）、サー・トマス・グ
レイ（Thomas　Grey）らによる陰謀事件を受けて18）、王の評議会（council）
が出兵取りやめの助言を出したことなどからも明らかである且9）。
　このような即位前後のイングランド社会の無秩序状態に対してコモン
ズは、「法と秩序の回復」を訴え続けている。コモンズの機能には「課税
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（taxation）」と「請願（petition）」の二つがあるとされる2°）。もともと
「課税」に同意するために召集されていたコモンズは、14世紀における領
主荘園制の崩壊21）、および百年戦争のための莫大な戦費の必要性などに
よって「課税」機能がより重視され、それに伴い政治的発言力が増大、
「請願」を通して王権に自分達の主張を通す機能を発達させていった。そ
してランカスター王権の成立時には王位相続にまで関与することになっ
た22＞。　さらにヘンリー5世期1414年の議会でコモンズは、「請願に基づく
いかなる法律も、請願への付加及び削除を行なわないこと」を請願し、
認められ、これは一種の立法権を得たようなものと評価される。そのコ
モンズが「請願」を受け入れてもらう代わりに認めてきた「課税」機能
のもたらす財政援助が、15世紀のイングランド王家財政にとって非常に
重要となっていた2％
　ヘンリー4世期前半の王家財政は破綻直前に追い込まれていた。陸上海
上を問わない無秩序状態は、地方の徴税システムの崩壊、及び貿易量の
減少をもたらし、それは税収の低下に直結した24）。加えて度重なる遠征
費用、そしてヘンリー4世の放将な財政政策が拍車をかけた。ヘンリー4
世は広く自己の王位の正当性を認めてもらうために、王位を支持してく
れた諸侯に報酬として領地、及び年金の授与を行なう一方で、リチャー
ド2世派の諸侯にも、支持を得るために以前と変らない年金の授与を行な
っていた。このような出費に加えて、ヘンリー4世期の特徴である侯家郎
党の多さが財政負担となっていた。ランカスター家の郎党の数が、ジョ
ン・オブ・ゴーントは199名、ヘンリー4世は242名であったとする25）。これ
はヘンリー5世の31名と比べても非常に多く、ランカスター家は侯家財産
と王家財産を同一として財政を行なっていたため2e）、このような侯家郎
党を養うためにコモンズから集めた軍事目的の援助金を用いることもあ
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り、コモンズからその財政を非難される原因の一つとなっていた。
　このようなヘンリー4世治世期の無秩序状態と王家財政の逼迫という悪
循環の状況は王家財政を破綻に追い込み、ますますコモンズの「課税」
機能が重要視されることとなった。それは王家行政機関への俗人の台頭
という面からも理解できる。従来聖職者で占められてきた大法官と財務
長官（Treasurer）が、ヘンリー4世期には俗人が務めることが一般化して
いるのである27｝。
　ヘンリー5世期にコモンズが重要視されていたこと、およびヘンリー5
世自身が王家財政の立て直しをはかっていたのは、即位直後の議会で王
家財政の改善を明言していることからも主張できる。それはヘンリー4世
に対して改善を要求されていた諸侯への年金約24000£を、10000£に削
減するという宣言であり、現に1421年末には12000£に削減していた28｝。
このように、ヘンリー5世の治世期にはコモンズの発言力は非常に強く、
また財政および秩序回復に関してはコモンズとヘンリー5世の思惑が一致
していたと考えられる。
　以上の考察により、ヘンリー5世治世初期イングランド社会は無秩序状
態が続いており、王家財政は逼迫しつづけていた。そのような状況の中、
財政援助を通して政治的発言力を増してきたコモンズはヘンリー5世の即
位に際し「法と秩序の回復」を訴え、以後も請願し続けていった。財政
上の懸念からヘンリー5世にとってもコモンズにとっても、「法と秩序の
回復」が急務となっていた。そしてそのような状況下でヘンリー5世はノ
ルマンディーへ渡航することとなる。
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　1415年10月8日、ヘンリー5世はアルフルール（Harfleur）の町を出発
し、ノルマンディー地方を北上、カレー（Calais）を目指した。ヘンリー5
世研究家Wylieはこのノルマンディー北上行軍29）を「最も向こう見ずで、
これまで非理性的な敬慶主義者が行なってきたような冒険」と紹介して
いる3°）。このWylieの評価に対し、現在の研究者はいかにしてこの「向こ
う見ずな」行軍をヘンリー5世の一連の遠征の中で意義付けるかに苦心し
ている。様々な説がある中、一番有力な説はエドワード3世が1346年に
ノルマンディー西部のコタンタン半島から上陸し、ノルマンディーを席
巻してカレーに向かった、その軌跡をたどろうとしたものという説であ
Ch．　Allmand，　Lancastrian　Nommandy　1415－1450
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る31）。しかし、この行軍の従軍記を含んでいる『Gesta』にはこのような
北上行軍の意図についての記述はなく、ただ「以前から準備されていた
北上行軍に出発することを決めた」と記述されているだけである32＞。研
究者が主張するように、確かにソンム川を渡河しようとした地点ブラン
シュ・タッシュ（Blanche　Tache）は、1346年クレシー（Crecy）の戦いの
直前にエドワード3世が渡河した地点であった33）。しかしヘンリー5世の
思惑がエドワード3世の軌跡をなぞることに重点をおいていなかったこと
は、遠征から帰国後の1416年に開催された議会において、大法官である
ウィンチェスター（Winchester）司教ヘンリー・ボーフォート（Henry
Beaufort）の言葉が伝えてくれる。彼は開会の宣言において、イングラ
ンドへの神の恩寵の証として三つの事績を数え上げている34）。彼が数え
上げた三つの事績は、一つ目は1340年のスロイスの海戦（in　bello　navali
Sclus）、そして1356年のポワティエの戦い（in　campestri　prelio　Pictavie）、
1415年アザンクールの戦い（in　campo　de　Agincort）であり、クレシーの
戦いは含まれていない35）。
　本節ではWylieが「無謀」と切り捨て、　Allmandらが「エドワード3世
の模倣」とこじつけるノルマンディー北上行軍を『Gesta』の記述を再考
察することで、その目的を再定義する。
　『Gesta』の記述はヘンリー5世が1415年8月17日に攻囲を開始したアル
フルール占領を最大の目的としていたことを伝えてくれる。町の中を走
る水路に至るまでをその対象とするアルフルールの情景の詳細な記述’6）、
イングランド勢が前もって攻城兵器を準備していたこと37）、「少数の守備
兵で数千人に対抗できる」とするフランス側の防衛準備38＞などからであ
る。研究者達によっても、アルフルールはセーヌ河口域に位置する重要
な港町であったことが主張されている39）。しかし最大の目的であっても、
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Allmandが主張するように唯一の目的であるとは読み取ることは出来な
いo
　l415年9月22日に約1ヶ月の攻囲でアルフルールを占拠した後、10月8
日に北上行軍に出発するまでの約2週間の期間を、Allmandはヘンリー5
世が唯一の目的であったアルフルールを占拠してしまったためにこれか
らの行動について悩んでいたとするが4°）、『Gesta』の記述によればその
ような指摘が適切でないと理解できよう。
　ヘンリー5世のアルフルール占拠以後の行動を追うと、9月22日に入城
式、及びその祝祭を開いた後の23日と24日は、罰せられるべき住民41｝か
ら女、子供、老人、貧民を選別し、護i衛付きでフランス内部の行きたい
ところへ行かせる手配に従事している42＞。27日にはアルフルール守備隊
長であったゴークール（Gaucourt）を、捕虜となっている60名の騎士、
及び200名の市民と共に、H月11日の聖マルタンの祝日までにカレーに
戻ってくることを誓わせてから、「自身の行動の目的を各地に浸透させる
ため」に解放している43＞。その他にもフランス王太子に対して決闘を申
し込むなど44）、ノルマンディー北上行軍出発の10月4日までヘンリー5世
が決して無為のままに時間を過ごしていたわけではないことは明白であ
る。Allmandが、ヘンリ・－5世が迷っていた証とした45）ノルマンディー北
上行軍出発直前に開かれた評議会については、『Gesta』によれば、ノル
マンディー北上行軍に対して巨大な敵勢と少数の味方勢を考慮し、行軍
中止を提案したとされ46）、これはアルフルール攻囲における死傷者が多
かったために47）、従来の計画に生じる支障について議論していたという
解釈も成り立つであろう。そしてその解釈は、同時代史料『シャルル6世
年代記』の「評議会の意見に従ってカレーへ向かった」という記述によ
って裏付けられる48）。
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　以上のように、ヘンリー5世が1415年の遠征においてアルフルール攻
略だけを目的としていたというAllmandによる解釈は、その根拠が疑わ
しいものであり、弱気な評議会に対して勇敢な決断を下し、アザンクー
ルの勝利を手に入れたという先入観に縛られているものだと考えられる。
　では、ヘンリー5世が行なったノルマンディー北上行軍がすでにはじめ
から計画されていた行軍であったと前提した上で、その目的を考察しよ
う。その際、北上行軍のカレーまでの全行程が厳密に予定立てられてい
たのか、それとも途中までが予定されており、そのあとはカレーを目指
すこととなっていたのかの区別をつけることは重要であろう。その問題
に関して「8日間行軍」という予定が回答を与えてくれる。
　『Gesta』によると、ヘンリー5世はノルマンディー北上行軍に8日間と
いう日程を設定していた49）。実際に160キロメートル以上距離があると考
えられていたアルフルールからカレーまで5°）を8日で走破するということ
は、一日20キロ以上を走破する計算となる。加えてヘンリーは途中の各
町で交渉を続けながら行軍していることから51）、厳密にカレーまでを想
定して行軍予定を立てていたことに疑問が残る。そしてその裏付けを与
えてくれるのが、10月8日に出発してから6日後の10月14日に8日間の行
軍が終了したという記述であるs2）。そこでこの「8日」という表現がポイ
ントとなる。
　「一週間」という表記をラテン語で行なう場合、「8日（octo　dies）」と表
記する。『Gesta』の述べる「8日間の行軍」も、「一週間程度の行軍」と
いう意味でとらえることはできないか。この時代において、ラテン語で
「8日間」と表記して「一週間程度」を表す使い方は一般的なものであっ
た。同じ『Gesta』においても、アルフルールを占拠した後、ヘンリー5
世がフランス王太子に挑戦状を送りつけた際の決闘の期限が「8日後」で
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あった5コ）。この挑戦状において明確な日付の設定は行なわれておらず、
アルフルールの復旧の期間中を設定した大まかな期間設定であったと考
えられる。
　『Gesta』以外でも同じような使用例は見られる。ヘンリー5世の宮廷付
き司祭としてアルフルールの攻囲に参加していた、メドック（Medoc）
の大助祭にしてアキテーヌ地方のChancellor54）を務めていたジャン・ド・
ボルディリ（Jean　de　Bordili）が、ボルドー（Bordeaux）の議会に宛てて、
9月3日付で出したラテン語の手紙に「あと8日以内でこの町を攻略でき
る」と記述しているss）。実際にはそれから2週間後に降伏の交渉がなされ
ることとなるから、同様の使用例であると考えられる。
　さらに「8日間行軍」の予定が厳密ではなかったことの根拠として提示
できるのは、アルフルール攻略後の10月7日付でカレー守備隊長が王弟ベ
ドフォード侯（Bedford）に送った手紙である。この手紙には「王が15日
以内にカレー周辺でフランス勢と一戦交えることになるだろうと注意を
促された」という記述がなされているのである56）。つまり「8日間行軍」
と予定しながら、王弟ヘドフォード候には「15日以内」と書き送ってあ
るのである57＞。
　このように、この時代には「8日間（一週間）」という言葉で、ある程
度の一定の期間を表すことが一般的な使い方であったことが理解できよ
う。そしてそれはカレーまでの全行軍が綿密に計画立てられていないこ
とを示している。
　ノルマンディー北上行軍は「8日間行軍」と予定されていたが、厳密に
8日の予定が決定されていたわけではなかった。では初めから計画されて
いたこの行軍のどこまでが計画の内に入っていたのだろうか。その問題
について、先ほど紹介した「8日間」が終結したと記述された場所、およ
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びソンム川を前にして起こった王の評議会の混乱によって推察すること
ができる。
　10月12日ウーの町を通過した後、ソンム川を目前にしての王の評議会
で、迫り来るフランス勢といつ戦うことになるかという問題について意
見が割れた。「一方はブルゴーニュ勢とフランス諸侯の対立から、ブルゴ
ーニュ侯の勢力圏に入ってしまえばフランス勢は諦めると主張し、他方
はフランス諸侯は名誉を回復するために、必ず襲ってくると主張してい
る」のであるSS）。
　評議の内容については、双方共にブルゴーニュ侯とフランス諸侯の対
立という認識を前提に議論している点を指摘するに留め、ここでは内容
よりも、この時点においてこのような評議会の対立が出たことに注目す
る。これは、ソンム川の渡河までの行軍が当初の計画であり、その行軍
が終了したので、改めて進むべき道順を議論していたと解釈できるので
はないだろうか。「8日間行軍」が終了したと『Gesta』が記述しているの
はこの評議会に対立が起こった翌日のことであり、そのことからもノル
マンディー北上行軍は、ソンム川渡河の時点までが計画されており、そ
れ以降は漠然とカレーに向かうことが決められていたにすぎないと推察
できよう。
　では、そのソンム川を渡河するまでの行軍の目的は何であったのか。
それを考察するにおいて、ブルゴーニュ侯の存在に過剰な期待を持つこ
とは慎まなければならない。
　1413年以来、パリの政権はアルマニャック党派によって支配され、ブ
ルゴーニュ侯はフランドルの地に留まっていた59）。そのような政情にヘ
ンリー5世が十分に期待していたことは、先のソンム川渡河を目の前にし
て起こったこれからの方針を決める評議会の議論の対立が、どちらもブ
12
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ルゴーニュ侯とフランス諸侯の対立を前提に考えられていることなどか
ら、十分注目に値する。
　しかし一方で『パリー住民の日記』によると、「ブルゴーニュ侯の息子、
シャロレー伯の活躍に仏軍が期待していた」ことが記述されているω。
この時期のブルゴーニュ侯の態度が決して反フランス王権ではなかった
ことなどから61）、ブルゴーニュ侯への期待だけでヘンリー5世がノルマン
ディー北上行軍を行なったとは考えられない。
　そのような状況の中、実際の行軍路をたどると、ヘンリー5世は英仏海
峡に面した諸町との交渉をしながら海岸線沿いにソンム川まで向かって
いる。迫り来るフランス勢に怯えながらも繰り返される諸町との交渉は、
その町およびその周辺を荒廃させないために、ヘンリー5世に恭川頁を誓い、
人質、食料を提供させるというものであった。これらの湾岸の町々がヘ
ンリー5世の影響下に置かれるということが、この出兵の目的であったの
ではないか。
　ヘンリー5世の治世初期のイングランド社会に、広範にわたって陸海を
問わない無秩序状態が広がっていた事実は、前節にて解説した。そして
その無秩序状態に対してコモンズが秩序回復の請願を出し続けているこ
と、および王家財政の問題からコモンズの請願をヘンリー5世は積極的に
実行していたことも解説を加えた。
　1414年に行なわれた一連の秩序回復策において、海上における秩序回
復政策は未着手であった。英仏海峡、および沿岸地域を荒らすフランス
船の拠点がアルフルールであり、ディエップなどの湾岸の町々であった
ことは、Allmandが指摘している通りである62）。先に紹介したジャン・ド・
ボルディリはボルドー議会に宛てた同じ手紙で、「アルフルールを攻略し
た後、モントヴィレ、ディエップ、ルーアン（Rouen）、パリを制圧し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
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ボルドーへ帰還する予定である」とヘンリー5世の計画を伝えている6％
　ヘンリー5世のノルマンディー出兵の目的は、英仏海峡上の秩序回復の
ために、ノルマンディーに点在するアルフルール、ディエップ、ウーな
どの湾岸の町々をイングランド王の影響下に置くことであった。海上に
おける秩序回復は1415年の時点におけるイングランド社会の要望であ
り、ヘンリー5世自身の要望でもあった。そしてその目的を果たした後に
カレーに帰還する際に、フランス勢と交戦しアザンクールの大勝利を生
み出すこととなったというのが、1415年ノルマンディー出兵のより妥当
な解釈であろう。
3
　前節で述べたような英仏海峡の秩序回復を主たる動機として1415年の
ノルマンディー出兵が行なわれたという説は、1417年のノルマンディー
出兵の実際の行軍からも考えられる。
　1417年8月1日、ヘンリー5世はノルマンディーのトゥーク（Touques）
に約1万人の兵士を率いて上陸した6‘）。そして海岸沿いに西に進みカーン
（Caen）の町を包囲する。ヘンリー5世の二度目のノルマンディー出兵で
ある。
　1417年のノルマンディー出兵の目的について、それを伝える史料は豊
富にある。1415年のアザンクールにおける大勝利はヘンリー5世の外交
的立場を優位にした65）。ハンガリー王ジギスムント（Sigismund）やホラ
ンド伯ウィリアムとの軍事同盟、ブルゴーニュ侯とのカレー会談など66）、
ヘンリー5世の積極的な外交による記録が残っているのである。ヘンリー
5世がトゥーク上陸時に発した宣言文によれば「ノルマンディーにおける
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私の侯国の回復」と主張し67）、『Saint－Denys』はヘンリー5世がパリを目
標としたという声明文を出したこと、それに対して町々が防御準備を行
なったことを記述している6％
　1417年出兵の援助を取り付けるために編纂された『Gesta』にも当然、
その目的が記述されている。1416年11月20日に開催された議会において
エクスター侯（Exester）の宣言によれば、「フランスの頑迷さに対して」
次の夏に海を渡ることを決定したとし69＞、「フランスとイングランドの剣
が正当なる支配者に戻るように」戦うと宣言している7°〉。
　さらに『Gesta』による，1415年出兵の目的である「ノルマンディー侯領
の回復」も7P、実際は17年出兵の目的ではないかと考える。そもそも
『Gesta』の編纂された目的は1417年の出兵への援助要請であるから、17
年出兵の目的に15年出兵の目的を同一化して一貫性をより強調したと考
えても不自然ではないからである。そしてこれが、研究者達が『Gesta』
を読むに際し、出兵目的の一貫性といった先入観を持つ原因となってい
ると考えられる。
　このように多くの史料によって、1417年の出兵目的は「ノルマンディ
ー侯国の回復」とされている。
　ところが、ノルマンディー侯国の回復を目的とするヘンリー5世がまず
攻囲したのは、ノルマンディー侯国の首府であり、アルフルールよりセ
ーヌ河上流に位置し、大司教座を有し、六つの司教管区を束ね、バイイ
行政管区の中心であり、造幣局も存在し、交通の中心地であったルーア
ン（Rouen）ではなく、第二の規模をもつ町カーンであった。なぜ首府
ルーアンではなく、カーンであったのか。カーンにも強固に防御体制が
しかれており72）、首府ルーアンよりもフランス勢の防備が手薄だったか
らという理由ではなさそうである。この理由についてAllmandは、この
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時期ブルゴーニュ侯がパリ周辺を窺っており、それに配慮して低ノルマ
ンディー（Bas－Normandy）地方を最初の目的としたと解説している73）。
しかし先に述べた外交においてブルゴーニュ侯との会談はヘンリー5世の
思い通りにならなかったのであり、この指摘は説得力を欠いていると考
える。
　確かにカーンの町は、ヘンリー5世が自身の権利の根拠として挙げてい
るノルマンディー侯ウィリアムの生誕の地であり74）、カーンの町の近く
に位置する聖エティエンヌ修道院（St．Etienne）は、ノルマンディー侯ウ
ィリアムが建立したものとされていた。それ故にヘンリー5世にとって、
首府ルーアンよりも重要な町であったのかもしれない。現に攻囲の際、
ヘンリー5世は弟クラレンス侯（Clarence）を派遣してこの修道院に陣を
布かせており、大きな注意を払っていたことを明らかにしている。そこ
からまずヘンリー5世がノルマンディー侯ウィリアムに縁の深いカーンの
町を占拠することを考えたとしよう。しかしカーンを約2週間かけて占拠
した後ヘンリー5世はルーアンに向わなかった。
　カーン攻略後、ヘンリー5世は50キロほど南方のファレーズ（Falaise）
攻囲へと向かう。この攻囲は翌1418年2月中旬まで約半年続くこととな
り、ノルマンディー遠征においてこれほど攻囲に時間をかけたのは、お
よそ一年後に行なわれたルーアン攻囲以外に例を見ない。それほどまで
に力を入れたこのファレーズ攻囲の成功は、カーンーファレーズという
一本の襖を低ノルマンディー地方に打ち込む結果となり、低ノルマンデ
ィー地方が東西に分断される結果を生み出すこととなった。その結果、
低ノルマンディー地方西部の町にとってパリからの援軍が絶望視され、
わずか半年後の1418年夏までに全土が制圧される結果となった。それ以
後、ヘンリー5世は東方へ本格的に軍勢を進め、1419年1月に首府ルーア
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ンを占拠することとなる。
　このような行軍経路から、ある一つの行軍目的の可能性を見出すこと
ができる。それは英仏海峡に面している町々の制圧が目的ではないかと
いう可能性である。
　ヘンリー5世は1417年の出兵に先立つ7月29日、セーヌ河をはさんでア
ルフルールの対岸に位置する町オンフルール（Honfleur）を攻囲するこ
とを、クラレンス侯に命じて成功している。この町にはアルフルールか
ら逃れたフランス勢に味方するジェノヴァ艦隊が停留し続けており、ア
ルフルール陥落以後も英仏海峡にフランス勢が航行していたことは
『Gesta』に記述されている75）。つまりアルフルール占拠以後も英仏海峡
へのフランス勢の影響は失われてはいなかったということである76）。こ
ういった状況における1417年のオンフルールの占拠、および低ノルマン
ディー地方西部の制圧を優先させたことを考え合わせた時、1417年のノ
ルマンディー出兵においても、海峡．ヒの秩序回復という目的が主たる動
機として存在していたのではないだろうか。そしてその動機は先に述べ
た「ノルマンディー侯国の回復」と密接な関係にあるのである。
　1415年、t417年とヘンリー5世はノルマンディーにおいてノルマンデ
ィー侯として振舞った。1415年のアルフルール攻略に際し、ヘンリー5
世が降伏勧告をした根拠は、「彼らが王に門を開くのはノルマンディー侯
に対する彼らの義務であるからだ」と主張している77）。1417年の攻略の
際も、イングランドでの統治機構をそのままノルマンディーに適用する
ことはせず、むしろフランス王家統治下であったノルマンディーの統治
機構を適用することを盛んに宣伝している7s｝。もちろん、ノルマンディ
ー侯国時代の事例のように財務府（Treasury）をカーンに、司法府
（Justice）をルーアンに設置したりして、ノルマンディー侯としての独自
17
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性を忘れない79）。
　ヘンリー5世が求めたノルマンディー侯国の回復は当然、侯国の統治安
定化を目指していた。それはノルマンディーの住民への配慮から主張で
きる。エドワード3世時代の軍事活動、および1412年のクラレンス侯の
遠征は、ノルマンディー全域にイングランドに対する恐怖心を植え付け
ていた9°）。それに対しヘンリー5世は自軍兵士に暴行略奪を厳しく戒め81）、
違反者は厳罰に処した82）。それは『Saint－Denys』に、アザンクールの戦
い前のイングランド軍の規律を賛美する記述があることからも、徹底し
ていたと考えられる83）。
　これらによってもたらされた侯国支配の安定化はそのまま英仏海峡の
両岸地域の安定化、つまり英仏海峡上の回復された秩序の安定化をもた
らすことになる。一般的にヘンリー5世が求めたノルマンディー侯国の回
復は、ヘンリー5世自身に帰属するはずの正当なる権利に拠るものとされ
る。そしてそれは主たる動機としての英仏海峡の秩序回復、およびその
安定化という、イングランド社会から急務とされていた案件を果たすた
めの行動であったと考えることが出来よう。
4
　前節までにおいて、ノルマンディー出兵の主たる動機として英仏海峡
の秩序回復、およびその安定化を挙げた。ではこの英仏海峡の秩序問題
と、従来の研究者達が主張するフランス王位継承権への意図がどのよう
な関係にあるのかについて述べなければならない。しかしフランス王位
継承権に関する問題は非常に大きく、とても本稿の残りの頁数では扱い
きれない。それ故、この問題に関しては稿を改めるとして、ここではへ
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ンリー5世の対仏外交を概観し84）、一貫した目的としてのフランス王位継
承権の存在について疑義を呈するに留めたい。
　1420年5月21日、トロア（Troyes）にてヘンリー5世とシャルル6世の問
で締結された条約は、ヘンリー5世とフランス王女カトリーヌとの結婚を
規定し、その間に生まれてくる子供、およびその子孫にフランス王位の
継承権を認めるという内容であった。このようにヘンリー5世が要求した
フランス王位継承権は、常にフランス王女カトリーヌとの結婚とともに
考えられていた。
　14且5年のノルマンディー出兵の直前に、ヘンリー5世はフランス王に
両王国の統一の手段としてのカトリーヌとの結婚を要求している95）。し
かしこのカトリーヌとの結婚にはフランス王位継承権への意図は薄かっ
たと考えられる。というのはカトリーヌとの結婚交渉はヘンリー5世の王
太子時代から行なわれており、王位についた直後、カトリーヌとの結婚
交渉とほぼ同時期の1414年6月にはブルゴーニュ侯女と、10月にはアラ
ゴン王女との結婚の交渉を行なっているからである。
　1417年、ノルマンディー侯国の回復、および安定化を求めたヘンリー
5世はカーン制圧後にフランスに休戦を呼びかけ86）、これに対してフラン
ス政府も答えるそぶりを見せているB7）。これはヘンリー5世が常にフラン
ス王位継承権を主張して行動をとっていたわけではないことを示唆する
ものである。
　そもそもトロア条約の成立過程さえ、ヘンリー5世が一貫してフランス
王位継承という目的を有していたことを揺るがせるものである。党派対
立に従事していたフランス諸侯は、1419年ルーアンにイングランド勢が
至って初めて党派対立を終えるための交渉に乗り出した。その結果、
1419年9月両党派の代表としてフランス王太子シャルルとブルゴーニュ
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侯ジャンがモントロー（Montereau）にて会談を持つに至った。そこでブ
ルゴーニュ侯が王太子勢によって暗殺されることとなる。そして政情は
急速にトロア条約へと向かう。ブルゴーニュ侯暗殺の少し前、1419年5
月19日に、ヘンリー5世はフランス諸侯間の休戦交渉と同時進行で行なわ
れていた英仏和平交渉で、要求の一つとしてカトリーヌとの結婚を求め
るも決裂。それにもかかわらず翌年にはトロア条約が締結されることと
なった。『Journal』はトロア条約締結について「王太子やその一派に対
抗するためにイングランド王と交渉を開始した」88）と、フランス王家側の
事情を解説している。
　このような政情の変化から、トロア条約の成立とヘンリー5世が展開し
てきた行動の目的が直結していると断定するのは危険である。もちろん、
このトロア条約に関しては、数世紀前から繰り返されてきた英仏関係、
および当時の王権に関する法的な問題など非常に大きな問題があり、こ
のように単純に判断を下すことは早計であろう。しかし少なくともヘン
リー5世の行動の主たる動機がフランス王位継承権に首尾一貫していたと
は言えず、本稿で論じたように15年、17年の出兵では英仏海峡の秩序回
復、および安定化が求められていたと主張できよう。
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　the　Reign　of　Henry　V－，　Clarendon　Press，1989．　Henry　V－the　practice　of　kingship－，ed．
　G．LHarriss，　Oxford　University　Press，1985．の3氏の研究を参照する。これらの研
　究書は比較的出版年も新しく、研究論文にも多く引用されていることから、現
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　　在のヘンリー5世研究の通説的位置付けにあると考える。なおヘンリー5世研究
　　史についてはEPowell，op．cit，　pp．1－20．およびT．B．pugh，　Henry　V　and　Southampton
　　P】ot・of　1415，　A　Sutton，1988．　pp．49－53．を参考とした。
3）なお、初めに本稿の地名人名の表記について注を入れておく。当たり前のこと
　　ではあるが、現代風の地名人名の呼び名はこのヘンリー5世が活動していた時
　　代には馴染まない。この時代の呼び名、発音については堀越孝一氏のヴィヨン
　　研究が大きな成果をもたらしてくれる。代表的な例を挙げれば、「ブルゴーニ
　　ュ」という呼び名はこの時代は「ブルゴーン」と発音し、「ギュイエンヌ」は
　　「グイェン」であったなど。本稿では一連の堀越孝一氏の研究成果に留意しつ
　　つ、読者の解り易さを考慮して現代的な呼び方を使用することとする。詳細は
　　堀越孝一『形見分けの歌　ヴィヨン遺言詩注釈1』小沢書店1997年21頁、およ
　　び同『遺言の歌　ヴィヨン遺言詩注釈H』小沢書店1999年12頁を参照。
4）「秩序」とは、Allmandにならい「Lawkeeping　and　the　administration　ofjustice　to　all」
　　とする。Ch．Allmand，　op．cit．，　p．306．つまり漠然とした社会正義の安定を「秩序」
　　と呼ぶのではなく、イングランドで運用されてきた司法制度、及び王と諸侯と
　　の関係で形成されてきたマグナ・カルタに代表される諸法の効率のいい運用を
　　「秩序」と言い表す。
5）EPowel1，　The　Restoration　of　Law　and　Order，　ed．G．L．Haniss，　op．cit，　p．56．
6）E・P・w・11，・Th・R・st・・ati・n・f　L・w　and　O・d・・，・Hen・y　V－th・p・actice・f　ki・g・hip，・P．56
　　n．4．。Allmandによると、ヘンリー5世治世期において大法官（Chancellor）が議
　　会の冒頭で治安について演説をしたのは1414年5月、1417年11月、1421年12月
　　と継続しており、コモンズより出された請願の45％が秩序回復についての請願
　　であった。Allmand，　op．cit．，　P．323．
7）私的闘争に始まったこの蜂起がウェールズ全域に広まったのは、ウェールズが
　従来王権を排除する特別な地位にあったことと共に、エドワード3世治世期よ
　　り王太子領とされていたため、リチャード2世治世期にも、多くの王の側近
　　（リチャード2世派諸侯）がウェールズに領地をもっており、その彼らが蜂起鎮
　圧に非協力的であったことも要因とされる。G．L．Harriss，　The　Kings　and　his
　Magnates，　Henry　V－the　practice　of　klngship，　p．32．
8）このパーシー家の反乱やウェールズの蜂起の鎮圧において王太子ヘンリーが主
　導的な活躍をしたことが通説となっている。1386年生れ（87年説もある）の王
　太子ヘンリーは20歳前後であり、一軍を率いるに十分な指導力を発揮したと考
　えられる。なお、この時点での「王太子」という呼称が従来の制度上の呼称で
　あるかについては疑問が残る。1399年ヘンリー4世が即位すると同時に王太子
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　　ヘンリーは「Prince　of・Wales，　Duke　of　Cornwall，　Earl　of・Chester」に任じられたと
　　されているがAllmand，　op．cit，　p．16．、黒太子エドワードが有した「Prince　of
　　Aquitaine」の称号は有していないからである。しかし本稿では通説的な称号と
　　して1413年に即位するまでのヘンリーを「王太子」と呼ぶことにする。
9）リチャード2世は1399年9月30日退位の意思を表明し、議会はこれ受け入れた。
　　そして空位となった王位をランカスター侯ヘンリーが「血統と征服者の権利」
　　によって請求し、人々がそれを承認した。しかし通説は事実上の廃位であった
　　とされる。ヘンリー4世の即位の詳細に関しては堀越孝一『ジャンヌ＝ダルク』
　　朝日文庫1991年70－72頁が参考となる。
10）J．Favierは1414年フランスの使節団に「フランスの真の王である王はイングラン
　　ドの真の王ではない君主には務まらない」と椰楡された事例（J．Favier，　La
　　Guerre　de　Cent　Ans，　Librairie　Artheme　Fayard，1980．　P．438．）、および1419年フラン
　　ス王妃とプルゴーニュ侯フィリップが取りまとめたイングランドとQ同盟案に
　　パリのパルルマン（Parlement）が「もし王位が女性を介して継承されるとして
　　も、ヘンリー5世はフィリップ4世の娘イザベル・オブ・フランスの子孫の内での
　　相続権者ではない」と否定した事例を伝えてくれる。J．Favier，　ibid．，　p．450．
11）この事件に関しては北野氏の論文に拠る。北野かほる「1414年騒擾法の政策意
　　図」『西洋史研究』23輯1994年40頁。
12）騒擾という言葉に関して、北野氏は必ずしも明確な定義はないとしながらも、
　　暴徒routや不穏集会unlawful　assemblyなどを含む一般的な暴力行為を伴う集団的
　　行為と解説。北野かほる「中世末期イングランドの秩序維持政策」『法制史研
　　究』43号1993年15頁。
13）オールドキャッスルは1414年1月10日に王とその兄弟を殺害し、自身が王位に
　　つこうとした。直前に明らかとなりオールドキャッスルは逃亡、ウェールスに
　　潜伏。以後1417年に捕えられるまでイングランド社会に不安を与えつづけるこ
　　ととなる。ロラード派については以下を参照。CMD．Crowder，　Unity，　Heresy　and
　　Reform，1378－1460，　Edward　Arnold，1977．　E．Peters，　Heresy　and　Authorlty　ln
　　Medieval　Europe，　University　of　Pennsylvania　Press，1980．pp．265－81．
14）14】4年騒擾法の具体的な内容については北野前掲論文「中世末期イングランド
　　の秩序維持政策」70頁。及び北野前掲論文「1414年騒擾法の政策意図」34－7頁
　　を参照。
15）原題は「Gesta　Henrici　Quinti」。1415年のノルマンディー出兵をアザンクールに
　　おけるフランスに対する大勝利によって締めくくったヘンリー5世が次の出兵
　　を企図し、ヨーロッパの諸君主やイングランド諸侯、聖職者の支持を得るため
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　　に作成させたプロパガンダ的小冊子とされている。ラテン語で記述されている
　　ことから、当時コンスタンツで開かれていた公会議に集まった聖職者達をその
　　主対象にしていたと考えられる。なお、本稿では英語の対訳版Gesta　Henrici
　　Quinti＝The　deeds　of　Henry　the　Fifth，　ed．　Frarlk　Taylor　and　John　S．　Roskell，Clarendon
　　Press，1975のラテン語記述を使用している（以下、　Gesta．と表記する）。引用箇
　　所はGesta．，P．6．“satellitis　Sathane”
16）ヘンリー5世治世初期のロラード派は教会財産の否定から、世俗権力の否定へ
　　と主張を激化させた。それはロラード派が王を「司祭王」（priest’s　king）と椰
　　楡するほど、歴代の王権が積極的な教会保護政策を取っていたからである。イ
　　ングランド王権と教会の関係については以下を参照。M．Harvey，　ecclesia
　　anglicana，　cui　ecclesiastes　noster　christus　vos　prefecit；The　Power　of　The　Crown　in　the
　　English　church　during　the　Great　Schism，　Religion　and　national　identity，　ed．S．Mews，
　　Oxford，1982．　pp．239－60．　W．RJones，　The　English　Church　and　Royal　Propaganda
　　During　the　Hundred　Years　War，　Journal　of　British　Studies，19（1979）．pp．18－30．
17）1414年レスターにおける議会以降、ヘンリー4世治世期に一度もウェストミン
　　スターを離れることもなく機能していなかった王座裁判所の巡回裁判機能を機
　　能させ、とりわけ無秩序状態のひどかったレスター州（Leicestershire）、スタフ
　　オード州（Staffordshire）、シュロブ州（Shropshire）を巡り、ヨーク州
　　（Yorkshire）、デイーボン地域（Devon）、ノッテインガム州（Nottinghamshire）、
　　ダービー州（Derbyshire）には代理人を派遣し、裁判を開催させている。
18）首謀者は辺境伯エドモンドの義弟ケンブリッジ伯リチャード、ヘンリーは第二
　　次パーシー家の反乱のヨーク大司教の弟、サー・トマス・グレイはヘンリー・パ
　　ーシーの義息。　リチャード2世によって後継者に指名されていた辺境伯エドモ
　　ンドを王位につけるためにヘンリー5世の殺害を狙ったとされる。詳細は前掲
　　T．BPugh，　Henry　V　and　Southampton　P｝ot　of　1415，　A　Sutton，1988．参照・
19）Gesta，　op．cit．，　p．20．ここではサウザンプトンの陰謀事件とオールドキャッスルー
　　派の存在が理由とされている。
20）以下、コモンズの機能に関しては北野かほる「イングランド初期議会における
　　r請願』について」『法制史研究』32号1982年を参照とした。
2D封建制を支えてきたのは、土地を媒介とした封主と封臣の双務的契約であった。
　　その土地においての収入制度が変化したのである。一般には黒死病、戦禍によ
　　る人口減少、地代の低下、農民の逃散などによって領主の農業直営が困難とな
　　り、農奴の賦役を金納化し、従来の直営農地を分割するか、荘園ごと一括して
　　貸与するなどをして領主の直営地が消滅することとなったとされる。浅井政治、
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　　竹岡敬温『概説西洋経済史』有斐閣1970年参照。
22）ヘンリー4世の即位過程については先述したが、ヘンリー4世は当初王位の正当
　　性への広範な指示を得るために専念し、そのために議会にも承認を求めたよう
　　である。元来王位相続に関しては「血統」および「選挙」そして「承認」が必
　　要であり、議会に承認を求めることも慣例どおりであるという指摘もあろうが、
　　議会が王位相続に関係したのは、1399年10月15日、コモンズがヘンリー4世の
　　長子を王位後継者として承認したことが初めての例であった。
23）財政援助は主に交易への関税収入から捻出された。藤原氏によると、ヘンリー
　　5世期の王家財政に占める関税収入の割合は40％に昇っており、封建的王室収入
　　の割合が10％であるのと比べればその関税収入の重要性が理解できる。藤原浩
　　「リチャード2世及びランカスター朝の羊毛政策」『イギリス経済史研究』御茶
　　ノ水書房1959年。
24）Ph．Contamineは英仏海峡の交易についての経済指標を提示している
　　（Ph．Contamine，　L’economie　medievale，　Armand　Colin，1993．　p．337．）。それに拠れば、
　　1314年を100とした場合、1380年には43に落ち込み、1413年に至っても65にま
　　でしか回復していない。なお交易量の衰退は黒死病、諸疫病、戦争、飢餓など
　　による人口の減少が大きな要因であるとしている。Contamine，　ibid．，　pp．330－5．一
　　方でValeによれば、アキテーヌ地方とイングランドの交易は1403年以来比較的
　　安定していたようである。しかしアキテーヌのワイン交易への関税はカレー
　　Calaisの守備隊を維持する財源への目的税となっていたため、安定したアキテ
　　ーヌとの交易も王国の財政危機を解消するのには役立たなかったとされる。
　　M．G．A．Va］e，　English　Gascony，1399－1453，0xford　University　Press，1970．　p．13．
25）城戸毅「十五世紀初頭イギリスの国家財政」『ヨーロッパ身分制社会の歴史と
　　構造』（世良晃志郎編）創文社1987年。155頁。
26＞従来、王家財産と侯家財産は当然別のものであった。しかしランカスター王朝
　　において、両者は混合されることとなった。それは莫大な侯家財産を王政に費
　　やすことを目的としていたが、後で述べるように、侯家の財政負担を王家財産
　　から補充するような結果をもたらすこととなった。J．Catto，　The　King’s　Servants，
　　Henry　V－the　practice　of　kingship，　Oxford　University　press，1985．p，76．
27）城戸毅「中世末期イギリスにおける中央行政機関への俗人の進出について」
　　『史学雑誌』76号10（1967年）27頁。なお、この聖職を持たない人々がそのま
　　まコモンズの構成員であったかどうかは留意しておかなければならない。城戸
　　氏の論文ではその点が不明である。
28）Allmand，　op．cit．，　p」73．
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2g）ノルマンディー北上行軍とは便宜上の呼び方である。1415年10月8日に、ヘン
　　リー5世がアルフルールを出発し、モントヴィユ（Monteville）、フェカン
　　（Fecamp）、アルク（Arques）、ウー（Eu）を通過し、ソンム川（Somme）を渡河
　　してカレーに至ることを目的とした行軍を指す。『Gesta』には以下のように紹
　　介されている。
　　Gesta，　op．cit．，　p．58．
　　“Rex　proposuit　iter　arripere，　quod　prius　disposuerat，　per　ducatum　suum　Normannie
　　versus　villam　suam　Calisii，　que　abinde　dicebatur　distare　plus　quam　centum　miliaria
　　Anglicana．”
　　「王は以前に準備してあった行軍を採用することを提案した。彼のノルマンデ
　　ィー侯国を通り、彼のカレーの町の方向へ。そこからイングランドの100マイ
　　ル以上距離があるといわれている」
30）J．h．Wylie，　The　reign　of　Henry　The　Fifth，　Cambridge　University　Press，1914．　tom』，
　　p．76．“the　most　follhardy　and　reckless　adventure　that　ever　an　unreasoning　pietist
　　　　　lldevised．
　　なお、このpietistの邦訳について本稿では「敬廣主義者」と訳出した。一般に
　　pietistは「清教徒」という訳語が考えられる。しかしこの言葉は歴史的に限定
　　された用語であり、15世紀のこの時代にそのまま適用させる訳にはいかない。
　　Wylieの言わんとしているところは、おそらくアメリカに渡航したpietistのよう
　　に安全性の保障されていない、勇気の要る行動という意味だろう。
31）Allmand，　op．cit，，　p．85．　Ch．Phillpotts，　The　French　plan　of　battle　during　the　Agincourt
　　campaign，　English　Historical　Reviw，99（1984），　p59．
32）Gesta．　op．cit．，p58，注の29を参照。
33）AIImand，　op．cit，，p，85．　Phmpotts，　op．cit．，　p59．
34）Gesta．，op．cit．，　p，122，
35）Gesta，　ibid．，　pp．122－4．
36）Gesta，　ibid．，　pp．26－30，
37）Gesta．，　ibid．，　pp．36－8．なおこのような攻城兵器の多用がヘンリー5世のノルマン
　　ディー出兵の特徴とされる。M，　Prestwich，　Armies　and　Warfare　in　the　Middle　Ages，
　　Yale　University　Press，1996．　p．296．
38）　Gesta．，　ibid，，　p．24．
　　“in　quibus　obsistencia　brevissimi　populi　oppugnacioni　multorum　mi】ium　g．　uffecisset．”
　　「そこの中では非常に勇敢な人々の抵抗は、数千人の攻撃に対し十分であった」
39）Allmandは、アルフルールの攻略は二つの意義をもっており、「一つはフランス
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　　中部への進出の足がかりを得たこと。もう一つはノルマンディー征服の足がか
　　りである」と解説する。Allmand，　op．cit．，　p．82．
40）Allmand，　ibid．，　p．83．　Allmandは、サウザンプトン陰謀の迅速な処理とアルフル・一．
　　ルの攻略の忙しさを引き合いに出し、2週間アルフルールに留まっていたこと
　　がヘンリー5世の迷いを表しているとする。
41）ヘンリー5世はアルフルール攻囲前に『申命記』（Deutronomy）20章に基づく降
　　伏勧告を行なっている。‘　Gesta，　op．cit．，　p．34．
　　“Rex　noster，　qui　non　bel】um　seI　pacem　quesivit，　ut　causam　sui　incepti　operis　maioris
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　）larmaret innocencie clipeo，　iuxta Deutronomium　legis　XXe，　proposuit　pacem　obsessis．
　　「われらの王は、戦いではなく平和を求め、まさに『申命記』第20章によって、
　　彼の意図の理由を大きな注意の下に無垢の楯で装備し、包囲からの平和を提案
　　した」
　　現行旧約聖書の『申命記』20章には降伏勧告に従わなかった場合、町の住民、
　　財産を自由にしてもいいと規定されている。この内容は住民側にとって現実的
　　な恐怖を伴っていた。
　　Gesta，　ibid．，　p．48．
　　“territi　eciam　de　auditu　assulutus　tam　subito　ingerendi，　necnon　et　de　penis　legis
　　Deutronomii，　si　villa　immite　recuperaretur　ab　eis　resistentibus，”
　　「もし町が彼らの厳しい抵抗から回復されたら、『申命記』に従って、突然実
　　行されるべき攻撃について恐怖していた」
42）　Gesta，　ibid．，　p．54．
43）　Gesta，　ibid．，　pp54－6，
　　“ut　si　per　ipsorum　mociones　et　media　posset　pax　ambita　cicius　resarciri，”
　　「彼ら自身の動きやその仲介によって、志された平和がより早く回復されるた
　　めに」
44）　Gesta，　ibid．，　p56．
45）Allmand，　op．ciし，　p．84．
46）　Gesta，　op．cit．，　P．60，
　　“veluti　plenum　periculis　si　sic　intermitteret　paucitatem　suam　quotidie　decrescentem
　　Gallorum　mu］titudini　crescenti　continue，”
　　「もし日に日に減少している自分達の少数を、増えつづけている多数のフラン
　　ス人の内部に送るなどまさに危険に満ちていると言って」
47）激しい攻囲戦、及び赤痢の蔓延により、1万2000名のイングランド勢がノルマ
　　ンディー北上行軍に出立できたのは半数であった。王弟クラレンス侯トマスは
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　　赤痢にかかりイングランドへ送還。王の側近であるノーウィッチ司教とサフォ
　　ーク伯は戦死している。
48）原題は「Chronicorum　Karoli　Sexti」。パリ近郊のサンドニ修道院の修道士達が書
　　き連ねた年代記とされる。本稿では仏語との対訳版Chronique　du　religieux　de
　　Saint－Denys；contehant　le　regne　de　Charles　VI，de　1380　a　l422．　publiee　en　latin　et
　　tradujte　par　M．L．Bellaguet，　Editions　du　Comite　des　travaux　historiques　et　scientifiques，
　　1994，を使用する。以下「Saint－Denys」と表記する。引用箇所はSaint－Denys，
　　ibid．，　tom．［，p．544．
　　“Quapropter　suis　illustribus　acquiescens，…，sed　Calesium　redire　statuit　et　ibidem
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，vemalem temperiem， belhcis　expedicionibus　aptam，　expectare．
　　「彼の素晴らしき（諸侯）に従って、（中略）カレーへ引き返すことを決め、
　　その場所で戦いの遠征に適している春のような季節を待つことを決定した」
49）　Gesta．，op．cit．，　P．60．
　　“constituit　iter　illud，　viam　octo　dierum．　Et　precipiens　excercitui　se　in　victualibus
　　　　　　　　　　　　，F　instaurare pro　octo　dietis，
　　「（王は）その行軍を8日の道のりで準備した。そして軍勢に、食料において8
　　日分、自身で用意することを命令した」
50）なお現実には240キロメートル近くある。Gesta，　ibid．，　p．58．n．4．
51）ヘンリー5世はアルク、ウーなどにおいて周囲の地域を放火する代わりに、パ
　　ンとワインの提供を課している。Gesta，　ibid．，　p．62．
52）Gesta，　ibid．，　p．66．
　　“completis　octo　dietis　et　consumptis　victualibus　nostris，”
　　「8日が完成し、私達の食料が費された」
53）Gesta，　ibid．，　p56．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　“adhuc expectaret apud villam suam　de　Harfleu　exinde　per　octo　dies，
　　「8日間の間、アルフルール付近において、今待っている」
54）Chancellorはイングランドにおいては大法官と訳され、王政に深く関わる重要
　　なポストである。しかしノルマンディーにおいてChancellorは王家の代官職を
　　指していた。そこでアキテーヌにおいてChancellor職はどのような位置にある
　　のか。断言することはできないが、ノルマンディー同様、代官職を指している
　　とされよう。
55）M．GAVale，　English　Gascony－　1399～1453－，Oxford　Univerg．　ity　Press，　1970．　p．74．
　　原文はボルドー議会議事録に所蔵されているが、筆者は未確認である。
56）Foedera、　IX．3t5．　Foederaは、この時期の英仏間の外交文書を編纂したもの。
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　　“me　foit　Dit＆Rapporte　plainement　que，　sans　faulte，　Ie　Roy，　nostre　dit　Seignur，　ara
　　Bataille，　par　ses　Adversairs，　au　pluis　tarde，　deins　Quinsze　Jours　prouchain　venans，”
　　「間違いなく私に明白に言われ、報告された。我々の主人である王は、彼自身
　　の敵によって、遅くともここ15日の問に戦うことになるだろう、と」
57）なお、臼5日以内」という表記も、ラテン語で「二週間以内」という意味をも
　　つことを注記しておこう。
58）　Gesta，　op．cit．　PP．62－64
　　‘‘Nam　quidam　asseruerunt　constanter　quod，　considerata　civili　discordia　et　letali　odio
　　inter　Ga］10rum　principes　et　ducem　Burgundie，　nollent　se　Galli　subtrahere　ab　interioribus
　　partibus　terre　et　fortitudine　eorum，…．　Quidam　vero　affirmabant　Gallicana，　si　adhuc
　　esset　cor　vel　aliqua　humanitas　in　eis，　non　possent　tolerare　tanli　dedecoris　maculam．”
　　「ある者は断言した。それはガリアの諸侯とブルゴーニュ侯の問の王国内部の
　　不和と死に至る嫌悪が考えられ、ガリア人たちは彼らの内部の土地や城塞から
　　抜け出すことを拒否するだろうし、（中略）。またある者はガリア人について断
　　言した。もし、彼らに心や人間性があれば、このような（イングランド勢の行
　　軍といった）不名誉を耐えられはしないだろう」
59）この時期のフランス王家を巡る政情は非常に複雑である。詳しくは堀越孝一
　　『ジャンヌ＝ダルク』朝日文庫1991を参照。
60）本稿ではJournal　d’un　bourgeois　de　Paris，1405－491　publie　d’apres　les　manuscrits　de
　　Rome　et　de　Paris　par　Alexandre　Tuetey，　Paris　，1881．を使用する。この史料はほぼ半
　　世紀に渡って筆者の視点で日常が記録されたものであり、日記の筆者は不明で
　　ある。詳細に関しては堀越孝一『中世の精神』小沢書店1990年に記載されてい
　　る論文「中世ナチュラリズムの問題」7～82頁、「『スウェーデン女王蔵書一九
　　二三番写本』の筆者について」208～42頁が非常に参考となる。以下『Journal』
　　と表記。引用箇所はJouma1，　ibjd．，　p．64．
　　“les　signeurs　de　France　ouirent　dire　que　les　Anglois　s，　en　alloient　par　la　Picardie，　si
　　les　tint　monseigneur　de　Charro1］ays　si　court　et　de　si　pres　qu，　ilz　ne　porent　passer　par　ou
　　ilz　cuidoyent．”
　　「フランスの諸侯はイングランド勢がピカルディー地方を通ることを聞き、も
　　しシャロレーの領主が彼ら（イングランド勢）、に非常に素早く接近したら、彼
　　ら（イングランド勢）が考えていた場所をほぼ通ることが出来ないと聞いた」
61）堀越孝一一一『プルゴーニュ家』講談社1996年81頁。
　　R．Vaughan，　Valois　Burgundy，　A川en　Lane，1975．　p51，
62）Ch．Allmand，　op．cit．，　p．67．
28
ヘンリー5世のノルマンディー出兵（森屋直樹）
63）　Vale，　oP．ciし，P．74．
64）　トゥークは現在はトゥーク川の下流域の町である。しかしヘンリー5世の時代、
　　河口が内陸部へ大きく入りこんでおり、港町を形成していたことが解ってい
　　る。
65）この時代、戦争は神明裁判の一種というとらえ方が一般的であった。アザンク
　　ールの勝利はヘンリー5世のフランスに対する主張の正当性の根拠となりえた
　　のである。
66）ヘンリー5世がブルゴーニュ侯に対して積極的な軍事援助を要請した記録が残
　　っているが、詳しい協定の内容は残っていない。Gestaによれば、ヘンリー5世
　　の要望に対してブルゴーニュ侯は色よい返事をしなかったという。Gesta．，
　　op，cit．，p．174．
67）　Foedera，爪1、　IX，483．
　　“circa　Recuperationem　nostrorum∫urium　praedictorum　prosequendam　jam　venimus，
　　＆in　hoc　Ducatu　nostro　Normanniae　hujus　dei　gratia，　constituimus　de　praesenti．”
　　「私の、先に述べた権利の追い求められるべき回復のために私はやってきた。
　　このノルマンディーの私の侯国に、神の恩寵によって、今より私は足を踏み入
　　れた」
68）Saint－Deny，op．cit．，　tom．皿，p．68．
　　“Et　quia　non　ignorabant　regem　Anglie　presumptuose　dixisse　quod　in　proximo　invitis
　　Francigenis　villam　Parisiensem　hostiliter　visitaret，　statuerunt　ut　ubique，　oppidis　et
　　fortericiis　per　que　transiturus　erat　armis　et　victualibus　munitis，　fosse　ipsa　ambientes　per
　　circuitum　fierent　profundiores　quam　ante，　resarcirentur　muri，　et　desuper　propugnacula
　　deffensiva　construerentur　lignea　et　lapidea，　in　quibus　obsidionalia　instrumenta　debite
　　collocarentur．”
　　「イングランド王を意に介さない人はいなかった。彼は尊大に、次は気が進ま
　　ないがフランスのパリの町を敵として訪れるだろう、と言った。どこもかしこ
　　も、武器や財産を運び込むための城や砦を建設し、それを以前よりも深い溝で
　　囲んだ。城壁を修復し、その上に防御用の塔を木材や石材で構築し、攻囲用の
　　道具が設置された」
69）Gesta，　op．cit．，p．180．
　　“ad　retundendam　obstinatam　et　plusquam　adamantinam　duriciam　Gallicorum，”
　　「弱めるべきフランスの頑迷さやダイヤモンドより固いフランスの固執さに対
　　して」
70）Gesta，　ibid．，　p．181．
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　　“ut　uterque　et　Francorum　et　Anglie　gladius　in　debitam　redeat　monarchiam，”
　　「フランスとイングランド双方の剣が、一人の君主に帰属されること」
71）　Gesta，　ibid．，　p，16．
　　“transfretare　disposuit　in　Normanniam　pro　ducatu　suo　Normannie　primitus
　　recuperando，”
　　「回復されるべき自分のノルマンディー侯国のためにノルマンディーに渡った」
72）Saint－Denys，op．cit．，　tom．HI，p」02．
73）Allmand，　op．cit．，p．ll5．
74）　なお、ウィリアムの生誕地についてはファレーズFalaise説も存在することを注
　　記する。
75）　Gesta，　oP．cit．，　P．160．
76）なお、『Saint－Denys』によると、オンフルールにて敗れたジェノヴァ艦隊はブ
　　ルターニュへ逃れ、以後敵対行動をとらなくなった。
　　Saint－Denys，　op．cit．，　tom．　HI，　P．98．
　　“Ceteras　vero　Januenses　in　Britaniam　deduxerunt，　nec　ausi　sunt　hostes　amplius
　　infestare．’，
　　「事実、他のジェノヴァ勢はブルターニュへ引き下がった。そして敵はもはや
　　いかなる攻撃する意図も持たなかった」
77）　Gesta，　op．cit．，　P．34．
　　“si　sibi　aperirent　ianuas　et　vi】lam　illam，　nobilem　porcionem　hereditariam　corone　sue
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　り’　Anglie　et　ducatus　sui Normannie， redderent，　ut　deberent，　libere　et　sine　v，i．
　　「もし彼（ヘンリー5世）に町の門を開くことは、彼のイングランド王位、お
　　よびノルマンディー侯位の後継者という高貴な地位を当然のように自由に無理
　　強いされずに戻すことである」
78）Saint－Denys，　op．cit．，　tom．M，p．102．
79）Allmand，　op．cit．，　pp．187－8．
80）Saint－Denys，　op．cit．，　tom．　m，pAOO．
81）1415年8月17日ノルマンディーに上陸した直後（Gesta，　op．cit．，　p．26．）、およびノ
　　ルマンディー北上行軍に出発した直後の10月8日（Gesta，　ibid．，　p．60．）に禁止令
　　を発布している。
82）Gesta，　ibid．，　p．68，教会から盗みを働いた兵士を処刑。
83）Saint－Denys，　op．cit．，tom．　H，p．556．
　　ここではイングランド兵士の特徴として、「食料不足に悩んでいる、フランス
　　で慣習となっていた娼婦を陣営に入れない、フランス人よりも住民に敬意を表
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　　　する、よく訓練されている、王の命令によく従う、熱意をもった発言に隊長か
　　　ら歩兵に至るまでが死ぬまで戦うことを誓う」と評価されている。
84）『Saint－Denys』には英仏間の外交交渉が詳細に記録されており、本節ではそれ
　　　を使用する。
85）Saint－Denys，　ibid．，　tom　H，p．502．』
86）Saint－Denys，　ibid．，　tom．　HI，p．106．
87）Saint－Denys，　ibid．，　tom．M，p．108．
88）　JournaL　oP．cit．，P．124．
　　　“et　la　parlementerent　aux　Engloys　aussi　par　treves　de　faire　aucun　mariaige；et　fut　une
　　　dure　chose　au　roy　de　France，。・・convint　qu’il　obeist　a　son　anxien　ennemy　morte1，
　　　pour　estre　contre　son　enfant　et　ceulx　de　la　bande　qui　nonobstant　treves　pil］oient
　　　tousjours　et　roboient　comme　devant．”
　　　「そこでイングランド勢と結婚を含めた休戦について議論された。それはフラ
　　　ンス王にとって死すべき昔からの敵に従うことを意味した。それも休戦協定に
　　　従わず、常に略奪し．盗みを働いている息子やその一味に対抗するためであった」
The　main　motive　of　Henry　V　in　Normandy．
MORIYA，　Naoki
　This　paper　analyzes　the　main　motive　of　Henry　V　in　Normandy．　The　usual　study
rationalized　the　motive　of　Henry　V　in　consistency　in　his　regime，　and　guessed　the
mainπiotive　in　Normandy　is　preparation　fbr　the　acquisition　of　succession　to　the
French　throne．
　But　I　think　that　such　consistency　is　imagined　from　the　consequence　of　his
achievement，　and　that　is　an　anachronism．
So，　this　paper　tries　to　abolish　such　anachronism，　and　to　analyze　the　main　moti．ve　of
Henry　V　in　Normandy　from　the　English　social　background　in　the　beginning　of
fifteenth　Century．
（人文科学研究科史学専攻　博士後期課程2年）
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